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科目群 開講期 授業形態 単位数 必修等

薬学専門教育（実習等） 3年次 前期 実習 1単位 必修

薬理学実習 
(Practice of Pharmacology)

【概要】

薬理学とは、「薬物と生体との関わり合いを取り扱う学問」であり、生物学、生化学、解剖学、生理学、

病態生化学、病態生理学および薬物治療学と密接に関連する。薬理学実習では、主として実験動物を用い

たin vitroおよびin vivo実験を実施して、種々薬物の効果を観察することにより、薬理実験の基本的技

能を身に付けるとともに、薬理学をはじめとした生物系科目の理解をさらに深める。

【授業の一般目標】

　In vivo実験では、代表的な実験動物の適正な取り扱いならびに代表的な投与方法を身に付けるととも

に、鎮痛薬、知覚神経ならびに中枢神経系に影響を及ぼす薬物についての理解を深める。In vitro実験で

は、摘出臓器の取り扱い方法を身に付けるとともに、平滑筋に影響を及ぼす薬物についての理解を深める。

さらに、循環器系および運動神経-骨格筋に影響を及ぼす薬物に関してビデオによる演習により理解を深

める。

　薬理実験を始めると途中で止めることができないので、事前に薬理学実習書の該当箇所を熟読し、また

使用薬物については薬理学の教科書などを調べ、予習した上で実習に臨んでもらいたい。

【学習項目・学生の到達目標と、対応するSBOコード】
No 学習項目 担当教員 学生の到達目標 SBOコード

1 実習講義ならびに動物実験 薬物治療 薬理学実習の心得、生命倫理を含めた実験動物の取り扱い方法な C13-(1)-④-1

の倫理 学 らびに実習内容の概要を理解し、説明できる。

病態生理

学

薬理学

臨床薬理

学

2 実験動物への投与および臓 臨床薬理 ラットを用いて各種投与を行うことができる。主要臓器の形態お C13-(1)-④-2,3

器の観察 学 よび主な機能について説明できる。 C13-(2)-①-1

3 平滑筋に影響を及ぼす薬物 薬理学 摘出モルモット回腸標本を用いて、自律神経系に作用する薬物な C13-(1)-①-1,2,3,4

どの効果を測定することができる。また、それらの薬物の作用機 ,5

序を説明できる。 C13-(2)-②-4

4 鎮痛薬および知覚神経に影 薬物治療 マウスの酢酸ストレッチング法を用いたモルヒネおよびアスピリ C13-(2)-①-3

響を及ぼす薬物 学 ンの鎮痛効果を測定できる。 C13-(2)-③-1,3

モルモットの瞬膜反射を用いて知覚神経に作用する薬物の効果を

測定できる。

また、これらの薬物の作用機序を説明できる。

5 中枢神経系に作用する薬物 病態生理 マウスを用いた中枢興奮薬、催眠薬および抗てんかん薬の効果を C13-(1)-④-2,3

学 測定できる。また、これらの作用機序を理解し、説明できる。 C13-(2)-①-1,2,4,6

6 二重盲検法および血圧の測 病態生理 実習生自身を被験者とした二重盲検法によるカフェインの作用機 C13-(2)-①-6

定 学 序を理解し、説明できるとともに、ヒトにおける血圧測定を実践

薬物治療 する。

学



7 循環器系および運動神経－ 薬理学 培養心筋細胞および摘出モルモット心房標本を用いた各種作動薬 C13-(2)-②-4

骨格筋に影響を及ぼす薬物 臨床薬理 および拮抗薬の作用機序を理解し、説明できる。 C13-(2)-③-2,3

学 摘出ラット運動神経－横隔膜標本を用いた各種筋弛緩薬の効果を

測定する方法を説明することができる。また、各種筋弛緩薬の作

用機序を説明できる。

(書名) (著者・編者) (発行所)

教科書 薬理学実習書を配布する。

【成績評価方法・基準】

出席、実習態度、レポートおよび実習試験を参考に総合的に評価する。

【オフィスアワーなど担当教員に対する質問等の方法】

オフィスアワー：平日の17:00～18:00；実習内容に関する質問がある場合には、各教員に事前にメ

ールにて確認してから研究室を訪ねてください。

加藤：skato@mb.kyoto-phu.ac.jp, 天ヶ瀬：amagase@mb.kyoto-phu.ac.jp, 松本：kenjiro@mb.kyoto-phu

.ac.jp（薬物治療学）

芦原：ash@mb.kyoto-phu.ac.jp, 北村：yo-kita@mb.kyoto-phu.ac.jp, 高田：kaz@mb.kyoto-phu.ac.jp（

病態生理学）�

大矢：sohya@mb.kyoto-phu.ac.jp, 藤井：fujii@mb.kyoto-phu.ac.jp（薬理学）

中田：nakata@mb.kyoto-phu.ac.jp, 小原：kobara@mb.kyoto-phu.ac.jp, 大東：ohigashi@mb.kyoto-phu.

ac.jp（臨床薬理学）


